
【施策の目的と取組・現状分析】
1

2

3

成果指標の状況（☆は追加した指標、※は変更した指標）

A

B

C

D

4 成果指標の実績値は目標値に対してどうでしたか？ 5 令和４年度の目標値達成の見込みと方向付け

A

B

C

D

6

7 有 無

【施策の振り返り】

8

有 無

10

【結論として・・・（施策の振り返りも踏まえて）】

11

新たな取組がなかった。
④ 達成は困
難

６次化の検討をしても収益が上がらない等、事業化に至らない。

施策の目的に対して、今まで実施
してきたことはなんですか？

・生産者・加工業者等で構成されるネットワーク組織「あいづまるごとネット」と連携した各種情報発信、交流会への参加。
・各種イベントでの6次化商品の販売・PR。
・福島大学食農学類の学生と連携した6次化の検討。
・果実酒特区の認定。

町民等の外部意見を聴取する仕
組みと反映状況を記載してくださ
い。

「２ 成果目標」に対する有効性
（成果が上がった点・問題点）

《成果》

・町独自の６次化に対する支援制度が確立されておらず、成果が上がっていない。

《課題》

・商品開発、販路拡大、人材育成、推進体制の確立が課題である。

9

本施策の類似性
【2-1-2　地域特性をいかした産業の育成】の事務事業と関連性が高く、「農商工連携」、「ブランド化」、「新商品開発」、「販路拡大」と
いった類似性がある。

本施策の効率性
6次産業化については、加工品等の開発（1次×2次）まではできるが収益化に時間がかかり、継続した事業にならないことが多く、行
政としてどのような支援策が効率的か検討が必要である。

自己評価や外部意見を踏まえた
施策全体の今後の方向性

県には6次産業化に関する相談窓口として「ふくしま地域産業6次化サポートセンター」が設立されているほか、国や県による補助事業
（ソフト・ハード）が制度化されている。町としては、事業者の要望をききながら、これらの国や県の支援の対象とならない事項で6次化
推進に必要な支援策を検討していく。

本資料は、適正に作成しました。
担当課長氏名

室井　利和

「目指すべき状態」になるた
めの成果目標は何ですか？

▼ 「目指すべき状態」を実現するために目標とする成果は何ですか？箇条書きで記載してください。

①加工商品が町外にも販売され、生産者の所得が向上。
②南会津ブランドが確立され、それを求めて多くの観光客が訪れる。
③地域の特性をいかした新企業が創出される。

施策の目的（対象・意図）は何ですか？
※対象(誰が、何が)、意図（どのようになることを目指すの
か）を対象ごとに記載してください。

①高品質で安全・安心な南会津の加工商品が全国に出荷され、関係生産者の所得が向上する。
②南会津の豊かな環境適合性が認められ、南会津ブランドが確立されるとともに、それらを求め多くの観光
客が訪れるようになる。
③地域の特性をいかした新企業が創出されています。

▼その根拠と目標値設定（変更）の考え方

④ 下回った

単位
令和元年度 令和４年度

実績値 実績値 目標値 実績値 目標値

令和２年度 令和３年度

６次産業化実施件数（累計）

評価 ▼その理由として考えられること 見込み

総合計画 南会津町総合振興計画施策マネジメントシート 令和 4 年度作成

目標の柱 2 就労対策・企業支援と戦略的な取組による町民所得の向上

商工観光課 商工振興係

基本計画(施策) 2-3-5

課 係
主管課・係 農林課 農政係

2-3 町民所得の向上を図ります（産業振興）
関係課・係

基本目標(政策)

・各種産業間の連携による６次産業の確立

件 7 7 10 7 10



12 施策を構成する事務事業

事業費

0 0 0 0

概要

成果

概要

成果

事業費の合計（千円）

08

目的
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目的

問題
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問題
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対策

事業費
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目的

概要

成果

01

目的

概要

成果

問題

令和元年度決算額 令和２年度決算額 令和３年度決算額 令和４年度予算額

番
号

事務事業名
（令和４年度新規事業

に★）

所管課

担当係

事業の目的、概要、成果、問題、問題に対する対策を簡潔に記載してください。（2行以内）

事業費(千円)




